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７月２５日（木）、第三者委員会が行われました。今回は、「じぶんみらいココ   

イロ」と「グループホーム・シエル」の施設を回り、利用者や職員の話を聞いてい

ただきました。                              

今後もご意見、ご相談などございましたらお気軽にお寄せください。 

 

第 261号 

はじめまして、8 月から広報として入職しま

した、新屋 寛明（しんや ひろあき）と申しま

す。以前まで東京の制作会社に勤務しておりま

したが、退職を機に地元の沖縄に戻り、ご縁が

あり「たまん」に入職いたしました。沖縄や福

祉のことについて覚えることは多いですが、こ

れから少しずつ知識を深めて、「たまん」の良

さを沖縄全土に発信できるようにがんばりま

す。よろしくお願いいたします。 

 

6月 12日（水）、こども発達支援センターココイクの保護者を対象に、花苗の寄せ植え講習会を行

いました。最初に、たまん職員の島袋より保護者へ寄せ植えの流れを説明し、そのあと、保護者、コ

コイクの職員も交え、寄せ植えに取り組みました。鉢に植える花苗を、5本ずつじっくり選び、その

後、丁寧にポットから外し、植えていく作業を行いました。アシスタントの利用者さんもお手伝いを

してくれ、参加者との交流もでき、和気あいあいとした雰囲気の中、みなさん思い思いの素敵な寄せ

植えが完成しました。完成した寄せ植えは、各自、自宅に持ち帰ってもらい、無事に講習会を終える

ことができました。参加していただいたみなさん、ありがとうございました。 

 

たまんからは、糸満市手をつなぐ育成会

のメンバーを中心に出演しました。今回

の演目はエイサーで、曲はたまんには馴

染みのある「遊び庭(あしびなー)」を踊

りました。本番の 3週間ほど前から玄関

先にて練習を行い、暑い中ではありまし

たが、皆さん楽しそうにパーランクーの

音を鳴らし練習に励んでいました。本番

はエイサー衣装を身にまとい、少々緊張

気味の表情もありましたが、皆さん演舞

が始まると楽しそうに笑顔で踊ること

ができました。出演後は「楽しかった～」

と満足そうに話していました。他にも多

くの団体が出場しており、会場は大賑わ

いの様子でした。 

 

 

「就労支援センターたまん」の就労移行支援事業では様々な訓練プログラムに取り組んでいます。

今回は、一般企業へ就職後の通勤を想定した、路線バス乗車訓練に取り組みました。訓練では利用

者さん各々が事前に乗車訓練計画書の作成を行い、乗車訓練の当日はオキカ・カード使用や乗り換

えバス停での行き先など、職員の説明に興味深く聞き入って確認し無事に目的地の八重瀬町図書館

までたどり着くことができました。今後も就職という夢に向かって利用者さんの就職に繋がる移行

訓練に励みますので、温かい目で見守りと応援をよろしくお願いいたします。 

 

長間佳子さん、喜屋武竜匡さん、鈴木南々海さん、中村伝さん 

 9月 4日（水）職務会議 

9 月 7 日（土）余暇活動支援 

9 月 11日（水）支援会議 

9 月 14日（土）余暇活動支援 

9 月 16日（月）敬老の日 

9 月 18日（水）支援会議 

9 月 22日（日）秋分の日 

9 月 23日（月）振替休日 

9 月 25日（水）支援会議 

9 月 28日（土）余暇活動支援 

 



 

 

 

- 貸借対照表 - 

資産の部 負債の部 

科目 決算額 科目 決算額 

流動資産 266,163,074 流動負債 54,387,482 

   固定負債 119,983,960 

固定資産 597,199,665 負債の部合計 167,892,620 

基本財産 505,509,912 純資産の部 

その他の固定資産 91,689,753 科目 決算額 

   基本金 27,259,220 

   国庫補助金等特別積立金 211,048,563 

   その他の積立金 398,488 

   次期繰越活動増減差額 450,285,026 

   純資産の部合計 688,991,297 

資産の部合計 863,362,739 負債及び純資産の部合計 863,362,739 

 

- 財産目録 - 

資産の内訳 金額 負債の内訳 金額 

流動資産 266,163,074 流動負債 54,387,482 

固定資産 597,199,665 固定負債 119,983,960 

資産合計 863,362,739 負債合計 174,371,442 

    差引純資産 688,991,297 

 

- 事業活動計算書 - 

勘定科目 当年度決算 

サービス活動収益計 445,580,315 

サービス活動費用計 422,804,491 

サービス活動増減差額 22,775,824 

サービス活動外収益計 8,218,273 

サービス活動外費用計 3,946,300 

サービス活動外増減差額 4,271,973 

経常増減差額 27,047,797 

特別収益計 3,509,999 

特別費用計 3,390,002 

特別増減差額 119,997 

当期活動増減差額 27,167,794 

前期繰越活動増減差額 423,117,232 

当期末繰越活動増減差額 450,285,026 

基本金取崩額 0 

その他の積立金取崩額 0 

その他の積立金積立額 0 

次期繰越活動増減差額 450,285,026 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 資金収支計算書 - 

勘定科目 予 算 決 算 差 異 

事業活動収入計 455,862,000 453,798,588 2,063,412 

事業活動支出計 425,575,000 402,487,434 23,087,566 

事業活動資金収支差額 30,287,000 51,311,154 △21,024,154 

施設整備等による収入計 3,120,000 3,510,000 △390,000 

施設整備等による支出計 13,358,000 13,238,602 119,398 

施設整備等による資金収支差額 △10,238,000 △9,728,602 △509,398 

その他の活動による収入計 195,000 194,880 120 

その他の活動による支出計 2,580,000 2,025,120 554,880 

その他の活動による資金収支差額 △2,385,000 △1,830,240 △554,760 

予備費 600,000  600,000 

当期資金収支差額合計 17,064,000 

            

39,752,312 △22,688,312 

前期未支払資金残高 190,605,000 190,608,079 △3,079 

当期末支払資金残高 207,669,000 230,360,391 △22,691,391 

令和 5 年度 資金収支決算報告 

7月 12日（金）、施設内の大掃除を行いまし

た。天気も良かったので、室内の備品や道具、

机なども全て外に出し、拭き上げをし、いつも

は掃除の手が届かないところまでしっかりと行

うことができました。また、普送迎車両の洗車

や施設の窓の水洗いなど職員と利用者で力を合

わせて行い、きれいになりました。 

皆さん、暑い中本当にお疲れさまでした。 

 

 

 

7月 5日（金）、防災訓練を実施しました。今回はトラ

イ班（1階）の倉庫から火が出たことを想定し、訓練を行

いました。第一発見者の声を聞きながら落ち着いて事務所

側の駐車場に避難する事が出来ました。今回も怪我は無く

スムーズに終える事が出来ました。今後も定期的に防災訓

練を開催する事によって防災に対する意識を高め 1 人 1 

人がリスク面に気を付けながら日中活動に携われるよう

努めて行けたらと感じました。 

 


